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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字～ 1600 字 程 度 ）  
 

 単 子 葉 植 物 の系 統 基 部 付 近 に位 置 するオモダカ目 の一 部 の花 では萼 片 と対 合 する位 置 に"ペア雄 蕊 "と呼 ば

れる 2 本 組 の雄 蕊 群 が形 成 される. これは単 子 葉 植 物 において典 型 的 な 3 数 性 の花 が進 化 する過 程 で成 立 した

重 要 な形 質 とされている。本 研 究 ではオモダカ目 の代 表 的 な種 を対 象 に花 発 生 の観 察 、解 析 を行 い、単 子 葉 植

物 の花 の起 源 を解 明 することを目 指 した。 

本 研 究 により、明 確 な花 弁 を持 つオモダカ目 植 物 であるハナイ、オモダカ（雄 花 ）、ヘラオモダカ、トチカガミ（雄

花 ）、オオカナダモ（雄 花 ）の 5 種 の花 発 生 が明 らかとなった。ハナイでは、萼 片 と対 合 する位 置 のペア雄 蕊 は明 確

であった。発 生 初 期 における花 弁 原 基 のサイズは雄 蕊 原 基 よりも大 きく、また雄 蕊 原 基 とほぼ同 時 に発 生 した。 

オモダカでは、ほぼ同 じサイズの萼 片 原 基 と花 弁 原 基 がほぼ同 時 に発 生 していた。萼 片 と対 合 するペア雄 蕊 は

観 察 されず，発 生 直 後 の雄 蕊 原 基 間 の大 きさは若 干 異 なっていた．ヘラオモダカでは発 生 初 期 の花 弁 サイズがさ

らに小 さく、同 時 に発 生 した雄 蕊 原 基 が花 弁 原 基 と対 合 する位 置 にペアを形 成 していた。 

オオカナダモでは，花 弁 原 基 が雄 蕊 原 基 よりも先 に発 生 していた。雄 蕊 原 基 は、先 行 する花 弁 原 基 の間 に１つ

ずつ発 生 し、ペア雄 蕊 は形 成 されなかった。トチカガミもオオカナダモとほぼ同 様 の花 発 生 を示 した。この観 察 結 果

から、萼 片 原 基 に対 合 するペア雄 蕊 がこの 2 種 では融 合 している可 能 性 が示 された。 

一 方 で、先 行 研 究 でオモダカ目 の指 摘 されていた花 弁 およびペア雄 蕊 原 基 から構 成 される共 通 原 基 の存 在 は

認 められなかった． 

 以 上 の結 果 から、雄 蕊 原 基 に対 する花 弁 原 基 の大 きさと発 生 のタイミングがペア雄 蕊 を含 めたオモダカ目 におけ

る雄 蕊 原 基 の配 列 に影 響 を及 ぼしていることが分 かった。すなわち、花 弁 原 基 サイズの増 大 に伴 って雄 蕊 原 基 が

萼 片 原 基 と対 合 する位 置 にペア雄 蕊 を形 成 するようになり（ハナイ）、さらに花 弁 原 基 が雄 蕊 原 基 に先 行 し、サイズ

を拡 大 することでペア雄 蕊 が融 合 する（オオカナダモ、トチカガミ）。逆 に花 弁 原 基 の発 生 タイミングが遅 れ、雄 蕊 原

基 に対 してサイズが縮 小 することにより、萼 片 に対 合 する位 置 にはペア雄 蕊 が形 成 されず（オモダカ）、さらに花 弁

原 基 の発 生 が遅 れて雄 蕊 原 基 に対 する相 対 的 なサイズが縮 小 することにより、花 弁 原 基 に対 合 する位 置 にペア

雄 蕊 が形 成 されるようになる（ヘラオモダカ）。こうしたオモダカ目 における花 弁 原 基 と雄 蕊 原 基 の発 生 タイミングの

変 化 とそれによる雄 蕊 原 基 配 列 の変 化 が単 子 葉 植 物 における 3 数 性 の花 が確 立 された要 因 の１つであると考 えら

れる． 
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